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市
民
の
協
力
で
定
着

斤宇治市役所

京ｓ．府宇ｉＳ市宇冶琵琶ｉｌ驀地

電話＠3141㈹

升新進堂印刷

ゴ
ミ
週
二
回
収
集
の
ま
と
め
か
ら

一
市
で
は
、
五
十
二
年
十
二
月
か
ら
ゴ
ミ
の
週
二
回
収
集
に
取
組
み
、
ま
る
一
年
が
過
ぎ
ｙ

Ⅲ
ｍ
一
ま
し
た
。
そ
こ
で
、
取
組
み
に
つ
い
て
の
ま
と
め
を
行
っ
た
結
果
、
あ
ら
た
め
て
市
民
の
Ｊ

ｍ
山
一
み
な
さ
ん
の
積
極
的
な
ご
協
力
と
ご
支
援
に
よ
る
こ
と
が
明
ら
か
と
な
り
ま
し
た
。
ま
と
一

Ⅲ
ｍ
ｒ

ゴ
ミ
の
遣
二
回
収
集
は
、
市
民
の

み
な
さ
ん
の
強
い
要
望
に
よ
り
検
討

を
重
ね
た
結
果
、
人
員
・
機
材
を
増

や
さ
ず
に
実
現
。

収
集
方
式
は
、
遣
一
回
の
個
別
収

集
か
ら
収
Ｓ
ｎ
－
Ｋ
を
定
め
た
定
点

方
式
に
よ
り
収
槃
す
る
も
の
で
、
市

民
の
み
な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力

で
Ｊ
ム
’
・
。
ズ
に
収
集
体
制
を
確
立
す

る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。

清
掃
事
業
は
毎
日
の
市
民
忠
ａ
に

直
結
す
る
仕
事
で
あ
り
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
ご
理
解
と
ご
協
力
が
不
可

欠
な
一
面
を
も
っ
て
い
ま
す
。

遭
二
回
収
集
に
取
組
ん
だ
怠
哉
に

つ
い
て
は
、
清
掃
課
職
員
が
市
民
の

各
家
庭
か
ら
集
ま
る
ゴ
ミ
（
矢
落
ゴ
ミ
中
継
所
）

市の人口

日和54年1月1日現在）
世帯数42，805世帯

前月比99世帯増

人□146，474人

男73．600人
女72，874人

前月比223人増

み
な
さ
ん
の
忠
濤
に
根
ざ
し
た
要
求

を
耳
剣
に
受
け
と
め
、
実
斑
の
た
め

の
検
討
や
知
恵
を
出
し
あ
い
、
実
現

さ
せ
る
こ
と
が
で
き
ま
し
た
。
そ
し

て
、
こ
の
こ
と
は
地
方
財
政
危
機
の

中
で
住
民
要
求
を
実
現
し
た
も
の
で

財
政
自
出
没
擢
進
の
先
導
的
な
役

割
を
果
し
た
も
の
と
い
え
ま
す
。

つ
ぎ
に
、
定
点
の
決
定
に
あ
た
っ

て
、
収
集
＝
－
ス
を
市
が
5
Ｇ
定
Ｍ
）

の
は
よ
い
け
れ
ど
、
一
番
困
難
な
定

点
決
定
を
住
民
に
ゆ
だ
ね
て
い
る
と

の
批
判
も
あ
り
ま
し
た
。
し
か
し
、

面積

67．29平方キロメートル
匹

定
点
の
ご
み
の
出
し
万
に
つ
い
て
市

Ａ
Ｊ
Ｉ
Ｅ
民
の
み
な
さ
ん
が
い
っ
そ
う
相

互
協
力
し
な
が
ら
、
今
後
ｉ
Ｗ
ｆ
な
さ

ん
が
話
合
わ
れ
る
中
で
定
点
を
決
め

て
い
く
べ
き
だ
盗
亙
て
い
ま
ず
。

ま
た
、
週
二
回
収
集
実
施
に
と
も

な
っ
て
午
前
と
午
後
の
収
集
地
区
に

分
け
ら
れ
ま
し
た
が
、
は
じ
め
て
の

午
後
収
集
指
定
の
と
ま
ど
い
か
ら
、

い
く
つ
か
の
島
谷
で
午
前
へ
の
変

更
希
望
が
出
さ
れ
ま
し
た
。
市
で
は

一
年
こ
と
に
収
集
地
区
を
変
更
す
る

と
毎
年
収
集
隔
日
が
変
わ
り
、
地
区

分
割
の
作
業
も
大
変
困
難
と
な
る
た

め
、
三
年
サ
イ
ク
ル
で
午
前
収
集
に

変
更
す
る
万
が
効
果
的
で
あ
る
心
″
’

え
て
い
ま
す
。
こ
の
午
後
収
集
地
区

息
器
の
追
跡
調
査
で
は
、
約
八
〇

％
の
自
治
会
が
特
に
支
障
な
い
と
回

答
さ
れ
て
い
ま
す
。

と
こ
ろ
で
、
ゴ
ミ
排
出
量
を
み
て

み
ま
す
と
、
週
二
回
収
集
を
は
じ
め

た
五
十
二
年
十
二
月
か
ら
一
年
間
に

燃
・
ａ
心
ゴ
ミ
が
ニ
ニ
、
三
四
四
ｙ
で

前
年
と
く
ら
ベ
ー
、
二
九
六
。
ｙ
増
え

て
い
ま
す
。
こ
の
中
に
は
、
人
口
増

十
二
月
定
例
会

昭
和
五
十
三
年
十
二
月
宇
治
市
議

会
定
例
会
は
、
昨
年
十
二
月
十
一
日

か
ら
二
十
六
日
ま
で
の
十
六
日
間
の

会
期
で
開
か
れ
ま
し
た
。

こ
の
定
例
会
に
は
、
休
日
急
患
セ

ン
タ
’
－
な
ど
の
建
設
費
や
道
路
新
殷

改
艮
費
の
追
加
の
ほ
か
、
今
年
四
月

の
統
一
地
方
選
挙
の
準
備
事
認
｛
な

ど
、
四
億
四
、
九
五
七
万
円
の
一
般

会
計
禰
正
予
算
な
ど
が
提
出
さ
れ
ま

し
た
。

招
集
日
の
十
二
月
十
一
日
に
は
、

一
股
会
計
禰
正
予
算
を
は
じ
め
十
四

禁
案
の
提
案
脱
明
が
行
わ
れ
、
一
ａ

案
が
承
認
さ
れ
、
三
請
願
の
撤
回
も

承
認
。
ま
た
十
四
日
に
は
、
一
議
案

が
可
決
、
三
議
案
・
八
請
願
に
つ
い

て
委
員
会
付
託
が
さ
れ
ま
し
た
。

ま
た
、
十
一
日
か
ら
二
十
二
日
に

わ
た
っ
て
は
、
各
常
任
委
員
会
お
よ

ぴ
特
別
委
員
会
が
開
か
れ
、
委
員
会

付
託
の
あ
っ
た
議
案
、
請
願
の
審
査

等
が
現
地
祝
祭
も
含
め
行
わ
れ
ま
し

た
。二
十
、
二
十
一
、
二
十
三
日
の
三

日
間
は
一
般
貿
問
が
行
わ
れ
、
十
二

人
の
議
員
が
登
塵
し
、
財
政
問
題
や

福
祉
行
政
な
ど
多
友
回
に
わ
た
り
活

発
な
貿
3
1
が
展
開
さ
れ
ま
し
た
。
ま

た
、
二
十
三
日
の
一
股
貿
問
の
後
、

加
に
と
も
な
う
量
が
二
五
〇
＼
含
ま

れ
て
い
ま
す
の
で
、
週
二
回
収
集
で

増
加
し
た
量
は
年
間
一
、
〇
四
六
ｙ

で
ふ
床
の
四
・
七
％
と
な
っ
て
い
ま

す
。清

掃
行
政
へ

積
極
的
参
加
を

　
こ
の
こ
と
は
、
市
民
の
み
な
さ
ん

が
ゴ
ミ
の
水
切
り
や
分
別
、
古
紙
回

収
な
ど
清
掃
行
政
へ
の
積
極
的
な
参

生活環境を整備

12月補正予算が可決

清掃車など購入

市
で
は
昨
年
の
宇
治
市
議
会
十
二

月
定
例
会
に
一
般
会
計
補
正
予
算
案

ｍ
ｍ
ｉ
議
が
行
わ
れ
、
一
議
案
に
同

意
し
ま
し
た
。

二
十
五
、
二
十
六
日
の
両
日
は
、

議
案
中
心
の
審
議
が
行
わ
れ
、
二
十

五
日
に
は
五
十
二
年
度
決
算
認
定
を

は
じ
め
十
一
ｉ
案
が
原
案
ど
お
り
可

決
さ
れ
ま
し
た
。
ま
た
、
二
十
六
日

に
は
一
議
案
を
一
部
修
正
可
決
し
た

の
ち
、
委
員
会
付
託
の
議
案
三
件
、

闘
願
四
件
に
つ
い
て
、
各
委
員
長
の

報
告
ど
お
り
、
い
ず
れ
も
原
案
ど
お

り
可
決
ま
た
は
採
択
さ
れ
ま
し
た
。

次
に
、
意
見
書
一
件
を
可
決
、
二
請

願
の
委
員
会
付
託
が
あ
っ
て
、
本
十

二
月
定
例
会
は
閉
会
さ
れ
ま
し
た
。

Λ
可
決
・
承
認
・
同
意

お
よ
び
認
定
さ
れ
た
議
案
Ｖ

Ｏ
昭
和
五
十
二
年
度
各
会
計
歳
入
歳

出
決
8
＊

Ｏ
昭
和
五
十
二
年
度
水
遭
事
菜
会
計

決
算

加
に
よ
る
も
の
と
考
え
ら
れ
ま
す
。

一
方
、
市
で
も
四
＼
軍
の
購
入
な
ど

収
集
の
効
率
化
に
も
努
め
て
い
ま

す
。こ
の
よ
う
に
、
ゴ
ミ
の
週
二
回
収

集
が
実
現
さ
れ
た
の
は
、
市
民
の
み

な
さ
ん
の
大
き
な
協
力
と
地
方
財
政

危
機
の
中
で
職
員
の
真
剣
な
努
力
に

よ
る
も
の
と
い
え
ま
す
。

今
後
も
市
民
の
み
な
さ
ん
が
ゴ
ミ

問
題
に
目
を
向
け
、
清
掃
事
業
へ
参

加
さ
れ
る
こ
と
を
お
願
い
し
ま
す
。

を
提
出
し
、
慎
重
な
審
議
の
の
ち
可

決
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
禰
正
予
算
は
国
・
府
の
負

担
金
、
補
助
金
な
ど
の
基
準
額
改
定

に
と
も
な
う
事
務
事
業
賢
の
追
加
が

主
な
も
の
で
す
が
、
保
健
医
療
セ
ン

タ
ー
（
仮
称
）
建
設
費
や
遭
路
新
設

改
良
費
の
追
加
、
今
年
四
月
の
統
一

地
方
選
挙
の
準
備
事
務
賢
な
ど
も
含

ま
れ
て
い
ま
す
。
ま
た
、
九
月
定
例

会
で
採
択
さ
れ
た
「
ハ
ン
デ
ィ
キ
ャ

ｙ
プ
を
持
っ
た
人
々
の
た
め
の
道
路

建
築
物
等
環
境
整
備
要
綱
制
定
に
つ

い
て
の
請
願
」
を
尊
重
し
て
、
ま
ず

当
面
可
能
な
施
設
改
善
を
図
ろ
う
と

市
庁
舎
に
身
体
障
害
者
用
公
衆
電
話

の
設
置
や
三
集
会
所
、
一
公
民
館
な

ど
の
入
口
を
ｙ
口
Ｉ
プ
に
す
る
予
算

も
上
げ
て
い
ま
す
。

な
お
、
今
回
の
補
正
総
額
は
、
四

億
四
、
九
五
七
万
円
で
、
そ
の
内
訳

（
）
一
般
翁
秘
正
予
算
（
第
五
号
）

専
決

○
一
般
会
計
補
正
予
算
（
第
六
号
）

〇
農
業
共
済
事
業
符
別
会
計
補
正
予

算
（
第
二
号
）

〇
国
民
健
康
保
険
事
業
特
別
会
計
補

正
予
μ
（
第
一
号
）

○
公
共
下
水
道
事
業
特
別
会
計
補
正

予
算
（
第
一
号
）

〇
住
宅
新
築
ｍ
等
賃
付
事
茉
特
別

会
計
補
正
予
算
（
第
一
号
）

Ｏ
水
道
ａ
業
会
計
補
正
予
算
（
第
一

号
）

〇
建
築
協
定
条
例
の
制
定
（
建
築
基

準
法
に
基
づ
き
、
住
宅
地
の
環
境

保
全
等
を
促
進
す
る
も
の
）

〇
商
工
振
興
事
業
基
金
条
例
の
制
定

（
株
式
会
社
ナ
ツ
カ
代
表
取
締
役

長
東
銭
蔵
氏
よ
り
の
指
定
寄
付
を

基
金
と
し
て
商
工
振
興
事
業
を
実

拓
す
名
も
の
）

市
政
だ
よ
り
を

テ
レ
ビ
で
放
送
中

は
事
務
事
業
費
の
追
加
一
億
八
、
五

七
六
万
円
と
、
起
債
の
借
替
え
金
二

億
六
、
三
八
一
万
円
で
す
。

ま
た
、
こ
れ
ら
の
補
正
の
結
果
、

一
般
会
計
の
歳
入
歳
出
予
簒
積
は

一
五
七
Ｍ
七
、
七
六
二
万
円
と
な
り

ま
し
た
。
補
正
予
算
案
で
計
上
し
た

主
な
事
業
は
次
の
と
お
り
で
す
。

▽
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮
称
）
建

殴
場
所
変
更
に
よ
る
Ｗ
Ｈ
事
ｕ

な
ど
の
追
加
五
、
三
三
八
万
円

▽
退
路
改
良
工
事
費
の
追
加
三
、
八

〇
〇
万
円

▽
民
生
委
員
活
動
及
ぴ
暮
ら
し
の
資

金
賃
付
事
業
の
委
託
料
の
追
加
四

五
五
万
円

▽
岡
屋
小
学
校
に
育
成
学
級
新
設
工

事
費
四
二
〇
万
円

Ｏ
水
道
事
業
の
設
置
等
に
関
す
る
条

例
の
一
部
改
正
（
水
道
事
業
管
理

者
の
設
置
に
伴
う
も
の
）

Ｏ
特
別
職
の
職
員
で
常
勤
の
も
の
の

給
与
に
関
す
る
条
例
の
一
部
改
正

（
水
道
事
業
管
理
者
の
設
置
に
伴

う
も
の
）

○
職
員
団
体
の
登
録
に
関
す
る
条
例

の
一
部
改
正
（
国
家
公
務
員
法
お

よ
ぴ
地
方
公
務
員
法
の
改
正
に
伴

う
も
の
）

Ｏ
辺
地
に
か
か
る
公
共
的
施
設
の
総

合
整
備
計
画
の
策
定
（
笠
取
等
の

辺
地
の
総
合
整
備
計
画
を
策
定
す

る
も
の
）

（
）
市
道
路
線
の
認
定
（
木
幡
東
Ｔ

伏
見
線
は
じ
め
十
三
路
線
）

Ｏ
宇
治
市
保
健
医
療
セ
ン
タ
ー
（
仮

称
）
新
築
工
事
請
負
契
約
の
締
結

Ｏ
職
員
の
給
与
に
関
す
る
条
例
の
一

部
改
正
（
国
家
公
務
員
の
給
与
改

臓
日
午
後
六
時
十
五
分
か
ら
『
宇
治

市
政
だ
よ
り
』
を
放
送
し
て
い
ま
す

の
で
ご
ら
ん
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
Ｎ
Ｈ
Ｋ
『
1
1
1
1
ス
ワ
イ

ド
6
4
0
』
（
ｕ
Ｈ
Ｆ
3
2
1
Ｋ
ヤ
ン
ネ

ル
で
も
、
隔
週
で
金
曜
日
に
宇
治
市

の
お
知
ら
せ
や
ま
ち
の
ト
ピ
ｒ
＼
ク
ス

な
ど
を
放
送
し
て
い
ま
す
。
次
回
は

一
月
二
十
六
日
放
送
予
｝
一
一
に
な
っ
て

い
ま
す
。

▽
半
白
聴
爾
水
路
改
修
工
事
費
三

九
〇
万
円

▽
公
害
対
策
機
器
（
振
動
計
な
ど
）

購
入
六
六
万
円

▽
清
掃
車
四
台
間
入
一
、
三
二
〇
万

円
▽
救
急
Ⅲ
改
装
費
な
ど
七
一
万
円

▽
商
店
街
施
殷
な
ど
殷
置
事
業
補
助

金
（
小
倉
の
山
際
商
店
街
、
伊
勢

田
セ
ン
タ
ー
の
街
路
灯
、
看
板
、

焼
却
炉
な
ど
）
一
七
五
万
円

▽
商
工
振
興
事
業
基
金
積
立
令
一
一
〇

（
）
万
円

▽
観
光
み
や
げ
品
の
開
発
改
良
事
業

補
助
金
四
〇
万
円

▽
府
会
議
員
選
峯
費
三
五
三
万
円

▽
市
会
議
員
選
市
費
二
三
万
円

定
に
関
す
る
人
富
励
勧
告
に
準
じ

て
改
正
す
る
も
の
）
・
修
正
可
決

Ｏ
教
育
委
員
会
委
員
の
任
命
同
意
（

奥
田
弘
氏
）

Λ
採
択
さ
れ
た
請
願
Ｖ

Ｏ
法
鷺
蔵
員
の
大
幅
な
増
員
を
政

府
機
関
に
妥
請
す
る
こ
と
に
つ
い

て
の
請
願

○
カ
ラ
オ
ケ
ー
ジ
’
1
ク
ボ
＾
ク
ス

等
騒
音
防
止
に
関
す
る
請
願

○
集
中
溶
化
檀
の
管
理
に
つ
い
て
市

の
行
政
指
導
強
化
を
要
請
す
る
請

願

Ｏ
近
鉄
小
倉
駅
の
輸
送
力
増
強
と
駅

合
改
善
等
を
求
め
る
請
願

Λ
可
決
さ
れ
た
意
見
書
Ｖ

Ｏ
法
務
局
職
員
の
大
幅
増
員
お
よ
ぴ

法
務
局
古
局
設
置
に
関
す
る
意
見

書（
一
面
で
五
十
二
年
度
決
算
番
議

を
お
知
ら
せ
し
て
い
ま
す
）

あらゆるガスのこ用は何でも当店へ
お風呂ヌ哨

ｔ

既洗面所の新報

｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜・｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜ＩＪＩ・｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜｜

4

Ｘ 心ｗ
大近・

゛鎮

言怨言．扁

小會亥膚

大久保

久憬川同ニン斤丿
ａｓ

爾言ａ－＊

4『
ｉ役所‾¨゛7ｆ

はたらきやすいくつろぎのある住い造り、新築から増築まで
六地蔵支店町並信号北入300ｍ西側電話0774（32）2323

宇治橋通り三丁目北電話0774（22）2134

近鉄小倉駅前西側電話0774（22）9020
24号線久津川信号東北角電話07745（2）5264

城腸市役所南側電話07745（2）6969

城陽市富野西垣内33電話07745（2）3891

奈良市尼ヶ辻3丁目・電話07742（33）7682

大阪ガス代理店
”・‥’ミ”’●’‾”‾’宇泊支店京南ガス設備

（株）密Ｅ

富野荘支店宇治市槙島町11電話0774（23）1122（代）奈良支店
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急いでください

償却資産の申告
提出期限は1月31日

償
却
資
産
を
持
っ
て
お
ら
れ
る
人

は
、
毎
年
一
月
一
日
現
在
、
市
内
に

あ
る
そ
の
償
却
資
蕗
一
に
つ
い
て
申
告

を
し
て
い
た
だ
く
こ
と
に
な
っ
て
い

ま
す
。

償
却
資
産
と
は
土
地
・
家
屋
以
外

の
事
業
に
徳
用
で
貧
肴
形
の
固
定

資
産
で
、
そ
の
減
価
償
却
額
（
費
）

が
法
人
税
ま
た
は
、
所
得
税
法
の
う

え
か
ら
損
金
や
必
要
経
費
に
算
入
さ

昭
和
五
十
二
年
度
一
般
会
計
等
の

決
算
が
、
十
二
月
定
例
会
で
認
定
さ

れ
ま
し
た
。

認
定
に
先
だ
ち
、
決
算
特
別
委
員

会
の
審
査
の
中
で
出
さ
れ
た
要
里
や

意
見
、
指
摘
な
ど
の
主
な
事
項
に
つ

い
て
、
委
員
長
報
告
が
行
わ
れ
ま
し

た
。そ

の
概
要
は
次
の
■
ｖ
ｓ
り
で
す
。

Λ
企
画
管
理
部
Ｖ

Ｏ
総
合
計
画
に
基
づ
く
爽
厖
叶
画
策

定
の
た
め
、
地
域
計
画
の
早
急
な

作
成

Ｏ
防
災
会
礒
の
中
で
の
、
災
害
時
の

即
応
体
制
に
つ
い
て
、
具
体
的
事

例
に
即
し
た
検
討

Ｏ
具
体
的
行
政
課
題
に
基
づ
く
政
策

的
職
員
研
修
の
強
化

Λ
総
務
部
Ｖ

Ｏ
木
幡
幼
稚
園
造
成
残
地
の
地
域
住

れ
る
も
の
で
す
。

た
と
え
ぱ
、
次
の
よ
う
な
も
の
が

償
却
資
産
と
な
り
ま
す
。

▽
構
築
物
・
・
・
舗
装
略
図
、
門
、
ネ
オ

ン
塔
、
土
木
股
備
な
ど

▽
機
械
や
装
置
・
・
・
各
租
樹
械
、
生
産

事
業
冷
暖
房
用
の
付
属
機
械
な

ど

▽
工
具
や
器
具
、
備
品
・
・
・
計
算
器
、

机
、
い
ず
、
ロ
″
カ
ー
、
放
送

設
備
、
レ
ジ
ス
タ
ー
、
陳
列
ケ

民
へ
の
活
用
の
検
討

Ｏ
集
会
所
・
児
童
公
園
等
公
共
施
殷

の
設
置
に
つ
い
て
の
計
画
的
実
厖

〇
縁
故
債
の
利
率
引
き
下
げ
の
た
め

の
、
借
入
先
と
の
折
衝
の
強
化

Ｏ
財
政
内
容
の
明
確
化
の
た
め
、
連

結
決
算
等
会
計
方
式
に
つ
い
て
の

検
討

Λ
市
民
部
Ｖ

Ｏ
七
イ
フ
テ
″
Ｉ
ｙ
・
‐
・
ン
設
置
個
所

の
安
全
確
保
の

た
め
、
殷
置
後

の
点
検
体
制
の

再
検
討

〇
健
全
な
交
通
災

Ｉ
ス
、
金
庫
、
ネ
オ
ン
、
看
板

な
ど

申
告
義
務
の
あ
る
人
は
早
ｓ
ｍ

に
ご
協
力
ぐ
だ
さ
い
。

▽
提
出
期
限
・
・
・
一
月
三
十
一
日

▽
提
出
書
類
・
・
・
償
却
鷲
浬
申
告
書
と

ボ
ラ
ン
テ
ィ
ア
活
動
か
ら

″
今
日
で
こ
そ
、
我
が
国
の
社
会
福

ｒ
一
施
設
も
か
な
り
の
整
備
が
行
わ
れ

、
る
と
と
も
に
、
こ
れ
ら
の
施
殷
へ
の
）

理
解
も
深
ま
っ
て
き
ま
し
た
。

｛
そ
の
一
例
に
老
人
ホ
ー
ム
は
、
養

い
老
院
と
い
う
救
貧
的
で
培
捨
て
山
的

″
な
イ
メ
ー
＾
か
ら
離
れ
て
、
お
年
寄

い
り
の
告
洒
の
場
へ
と
変
化
し
て
き
て

）
い
ま
す
。
そ
し
て
、
施
設
を
利
用
し

ぞ
い
る
人
々
も
、
安
心
し
て
日
々
の

種
類
別
明
細
書

　
▽
提
出
先
・
・
・
市
役
所
資
匿
税
課
な
お
、
申
告
方
法
や
償
却
資
産
の
対
象
と
な
る
範
囲
な
ど
で
わ
か
ら
な
い
こ
と
が
あ
り
ま
し
た
ら
、
賢
厩
税
課
ま
で
お
た
ず
ね
く
だ
さ
い
。

た
ば
こ
を
買
う
な
ら
宇
治
市
内
で

一
箱
に
つ
き
約
二
十
四
円
が
市
の

収
入
－
こ
れ
は
、
市
民
の
み
な
さ

ん
が
宇
治
市
内
で
た
ば
こ
を
買
わ
れ

た
と
き
に
、
「
た
ば
こ
消
費
税
」
と

〇
国
有
農
地
の
払
下
げ
に
よ
る
有
効

利
用
の
た
め
の
咬
と
の
協
議

Ｏ
大
塚
養
鶏
場
の
白
川
地
区
移
転
に

つ
い
て
の
き
め
細
か
な
行
政
指
導

Ｏ
緑
の
標
餓
の
殷
置
基
準
の
明
確
化

○
宇
治
市
中
小
企
菓
低
利
融
資
制
度

の
枠
拡
大

〇
市
民
課
窓
口
の
昼
休
み
今
回
開
放

印
鑑
登
録
証
制
度
化
の
検
討

○
国
民
健
康
保
険
事
菓
の
財
政
基
盤

し
て
宇
治
市
に
入
っ
て
く
る
税
金
で

す
。

昭
和
五
十
二
年
度
で
は
、
こ
れ
が

積
■
ｕ
Ｓ
ｌ
Ｓ
ｉ
ｉ
）
つ
て
約
一
ｉ
五
午
方
円

規
定
化
、
生
け
垣
設
置
の
行
政
指

導
の
強
化
に
つ
い
て
の
検
討

○
排
水
系
統
を
総
点
検
し
、
公
≪
Ｋ
－

水
域
完

の
地
域
ご
と
の
作
成

Ａ
生
活
環
境
部
Ｖ

Ｏ
市
規
格
葬
儀
の
実
厖
の
検
討

Ｏ
市
有
墓
地
の
維
持
管
理
に
つ
い
て

関
係
寺
院
と
の
協
議
を
深
め
る
こ

と

に
の
ぽ
っ
て
い
ま
す
。

さ
て
、
こ
の
税
金
は
、
学
校
の
建

殷
や
道
路
の
整
備
、
福
祉
事
業
な
ど

の
財
源
に
あ
て
ら
れ
、
市
民
の
み
な

5
2
年
度
決
算
審
議
か
ら

害
共
済
亭
菓
運
営
の
た
め
、
見
舞

金
の
額
と
支
給
方
法
の
検
討

〇
茶
菓
恢
興
に
関
す
名
各
種
補
助
金

の
増
額
に
つ
い
て
、
制
度
化
を
合

め
た
検
討

強
化
の
た
め
、
国
に
対
し
制
度
改

正
を
求
め
る
こ
と

Λ
建
設
部
Ｖ

Ｏ
都
市
計
画
道
路
川
東
ト
京
大
線
の

早
初
弱

Ｏ
道
路
台
帳
の
早
急
な
整
備

Ｏ
木
幡
池
公
園
化
に
つ
い
て
の
府
と

の
早
急
な
詰
め

○
宅
地
開
発
指
導
妥
綱
に
お
け
る
ブ

″
ツ
ク
ベ
い
設
置
の
技
術
基
準
の

Ｏ
公
害
対
策
費
の
増
額
の
検
討

Ｏ
市
営
火
葬
場
職
員
の
勤
務
体
制
の

再
倹
討

Ｏ
国
公
立
総
合
病
院
の
誘
致
に
つ
い

て
、
関
係
機
関
へ
の
働
き
か
け
の

強
化

Λ
福
祉
事
務
所
Ｖ

Ｏ
‘
｝
居
扶
助
費
の
支
給
方
法
に
つ
い

て
銀
行
程
芳
式
を
含
め
た
検
討

Ｏ
民
生
児
童
委
員
の
処
遇
改
善
に
つ

納
税
の
出
張
受
付

今
月
は
市
府
氏
税
第
四
期
の
納
期

月
。
納
め
忘
れ
の
市
税
が
あ
り
ま
し

た
ら
督
促
状
や
催
告
書
を
持
参
の
う

え
、
合
わ
せ
て
納
め
て
く
だ
さ
い
。

さ
ん
の
臨
写
豊
か
に
亙
と
と
に

大
へ
ん
役
立
っ
て
い
ま
す
。

私
た
ち
の
宇
治
市
を
よ
り
豊
か
に

す
■
ｉ
Ｑ
Ｕ
め
に
、
た
ぱ
こ
は
ぜ
ひ
宇
治

市
内
で
お
買
い
求
め
く
だ
さ
い
。（

市
民
税
課
）

▽
と
き
・
・
ｉ
月
2
9
日
（
月
）

午
前
1
0
時
～
午
後
4
時

▽
と
こ
ろ
・
・
・
大
和
田
公
会
堂

木
幡
公
民
館
神
辱
公
民
館

開
公
民
館
広
野
公
民
館

納
税
に
便
利
な
口
座
揖
替
制
度
も

あ
ｓ
≪
ｗ
す
の
で
、
金
融
樹
関
の
窓
口

で
お
問
合
わ
せ
ぐ
だ
さ
い
。

な
お
、
納
税
の
出
張
受
付
は
、
4

月
か
ら
廃
止
し
ま
す
の
で
ご
了
承
く

だ
さ
い
。
（
納
税
課
）

心
身
障
害
者
の

職
業
相
談
室

　
京
都
心
身
障
害
者
職
業
相
談
室
で

は
、
身
体
の
不
自
由
な
人
や
ち
え
お

く
れ
の
人
な
ど
の
職
業
の
相
談
や
紹

介
、
就
職
後
の
職
場
の
問
題
に
つ
い

て
、
専
門
的
に
相
談
を
受
付
け
て
い

ま
す
。

▽
職
業
相
談
・
・
・
就
職
先
の
こ
と
や
仕

事
の
心
が
ま
え
な
ど
の
相
談

▽
職
業
紹
介
・
・
・
あ
な
た
の
能
力
に
見

合
っ
た
、
あ
な
た
の
力
を
十
分

に
出
廿
名
職
場
の
あ
っ
旋

▽
職
場
適
応
指
導
・
・
・
就
職
先
で
の
仕

高
上
の
悩
み
、
職
場
で
の
人
づ

き
あ
い
な
ど
の
い
ろ
い
ろ
な
こ

と
ｒ
あ
な
た
の
立
場
に
立
つ

て
問
題
忿
闘
し
合
い
、
解
決
に

向
け
て
の
援
助

い
ず
れ
の
相
談
も
費
用
は
無
料
で

秘
密
は
か
た
く
守
り
ま
す
。

な
お
、
京
都
心
身
障
害
者
職
業
相

談
室
の
所
在
地
は
京
都
市
東
山
区
大

和
大
路
恚
聚
屋
町
に
あ
り
ま
す
が

庁
舎
改
築
の
た
め
、
4
月
ま
で
は
京

都
市
東
山
区
五
条
大
柵
東
二
丁
目
1
8

五
建
う
い
ろ
ピ
ル
3
階
で
業
蔡
を
行

っ
て
い
ま
す
。
電
話
は
Ⅲ
‐
Ｍ
1

0
一
〇
一
番
ま
た
は
、
〇
四
五
〇
番

で
す
。

（
交
通
労
政
課
）

学
校
給
食
用
物
資

納
入
業
者
の
登
録
受
付

宇
治
市
学
校
給
食
会
で
は
、
年
間

釣
首
八
十
五
日
、
一
日
約
一
万
七
千

人
分
の
給
食
を
作
る
の
に
必
要
な
物

資
を
、
登
録
業
者
制
に
よ
る
品
目
別

入
札
方
法
で
爾
入
し
て
い
ま
す
。

登
録
希
望
の
業
者
の
方
は
、
二
月

一
日
か
ら
二
十
日
ま
で
に
、
市
教
育

委
員
会
内
に
あ
る
学
校
給
食
会
事
務

局
ま
で
お
申
し
込
み
く
だ
さ
い
。

申
請
に
は
登
録
料
三
千
円
と
申
請

書
類
（
事
務
局
に
あ
り
ま
す
）
を
添

え
て
く
だ
さ
い
。

な
お
、
登
録
申
間
で
ｔ
ｔ
ｔ
ｔ
Ｏ
の
は
、

主
に
次
の
項
目
に
該
当
す
名
業
者
の

方
で
す
。

Ｈ
宇
治
市
内
、
ま
た
は
京
阪
神
地
颯

内
に
営
業
所
が
あ
る
こ
と
。

圖
相
ｊ
ｎ
の
資
本
で
経
営
さ
れ
、
相
当

額
の
販
売
哭
績
が
泉
石
こ
と
。

匈
常
時
営
業
を
続
け
て
い
る
こ
と
。

叫
引
き
続
い
て
二
年
以
上
そ
の
営
業

に
従
事
し
て
い
る
こ
4

叫
納
税
義
務
を
履
行
し
て
い
る
こ
と

㈹
指
示
の
期
日
、
時
刻
、
指
定
の
場

所
に
物
資
納
入
が
で
‘
気
と
と
（

四
校
以
上
に
納
入
で
≪
）
ｔ
Ｏ
こ
と
）

（
学
校
教
育
課
）

新しくご利用なさる方はー。

お電話下さい。担当員がメニューをお届けしますから，お気に入りの献立がござ

いましたら，たとえ週にｌ日だけでも結構ですからご予約下さい。

ご予約を戴いた分，担当の仕入係が，その日の朝，市場で入札してまいりますか

ら，新鮮そのもの，魚・肉・野菜をお届けすることができます。ご結婚前のお嬢

さん，またはベテランのお母さん，ディナーサービスで料理のレパート’Ｊーをも

っと増やして下さい。

「本当の意味でのサービスとは何か」を

テーマに只今，全市内の各町内べ宅配を

しております○｀

◆2人用650円

◆3人用800円

◆4人用1，000円

材料の配達

お届けは，コースによりましてことなりますが，

11時～4時までにはお届け申しあげます。

お留守がちのお宅も，サービスボックスでお届け

しますから心配ございません。

より新鮮な自然の幸を

食卓までお届けする

京都Ｉｍｍ°ｎａ’■，■■ー■ｘｍス

京都府宇冶市木幡中村29－1�0774＠4862代

い
て
の
配
慮

○
保
育
所
に
お
け
る
緊
急
附
置
を
要

す
＾
＾
0
児
童
の
定
員
内
措
置
に
つ
い

て
の
検
討

Ｏ
公
私
立
保
育
所
保
母
の
交
琉
研
修

の
実
習

Ｏ
敬
老
会
の
日
程
、
一
会
場
あ
た
り

の
対
象
範
囲
に
つ
い
て
の
再
検
討

Ｏ
老
人
憩
い
の
部
屋
の
運
営
に
つ
い

て
、
事
業
内
容
の
充
笑

Λ
教
育
委
員
会
Ｖ

○
公
立
幼
稚
園
の
新
設

・
増
園
に
つ
い
て
、

私
立
幼
稚
園
と
の
調

整
受
凶
り
、
地
域
的

不
均
衡
を
解
消
す
ら
中
で
就
学
前

教
育
＊
Ｋ
1
Ｗ
Ｏ
Ｕ
－
Ｏ

（
）
育
成
学
級
の
運
営
に
つ
い
て
、
保

育
実
態
の
総
点
検
・
管
理
責
任
の

明
確
化
の
中
で
の
措
置
基
準
の
再

検
討

（
）
小
中
学
校
プ
ー
ル
の
管
理
指
導
の

強
化
・
利
用
拡
大
の
検
討

〇
児
童
生
徒
の
健
康
管
理
相
談
の
定

期
的
実
厖
。

○
市
民
会
館
運
営
に
つ
い
て
施
設
・

殷
備
の
充
笑
、
体
制
等
の
再
検
討

（
）
市
営
結
婚
の
運
営
に
つ
い
て
の
現

実
的
対
応

（
）
市
民
会
館
図
書
室
の
図
書
の
増
冊

Λ
消
防
Ｖ

Ｏ
防
火
水
槽
・
消
″
ハ
栓
設
置
個
所
の

旧
不
に
つ
い
て
、
広
告
つ
き
標
示

板
新
殴
も
含
め
た
検
討

○
非
常
檻
腸
団
員
の
定
数
に
つ
い

て
、
地
颯
的
バ
ラ
ン
ス
を
考
慮
し

た
再
検
討

Ｏ
職
員
に
対
す
る
救
急
菜
務
に
つ
い

て
の
研
修
の
充
実

Ａ
水
道
Ｖ

Ｏ
災
害
時
の
飲
料
水
確
保
の
た
め
、

各
学
校
プ
ー
ル
の
活
用
の
検
討

Ｏ
水
道
管
破
損
、
漏
水
等
緊
急
時
に

お
け
る
業
者
の
即
応
体
制
の
強
化

の
検
討

Ｏ
有
収
率
の
向
上

療
駐
Ｌ
｛
ｒ

福
祉
施
設
の
社
会
化

ス
ポ
ー
ツ
少
年
団

初
げ
い
こ

議
会
だ
よ
り
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